
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
入
試
を
考
え
る

募
集
競
争
で
勝
つ
に
は

ス
ピ
ー
ド
重
視
の
改
革
を

次
年
度
か
ら
入
試
改
革
を
先
取
り
し
、調
査
書

の
内
容
も
評
価
す
る
一
般
入
試
を
実
施
す
る

千
葉
商
科
大
。そ
の
意
図
に
つ
い
て
聞
い
た
。

と
を
考
え
る
と
、
入
試
改
革
は
ス
ピ
ー

ド
が
大
切
。
受
験
生
は
新
し
い
入
試
を

敬
遠
し
ま
す
し
、
新
入
試
の
浸
透
に
は

3
年
は
要
し
ま
す
。
2
0
2
0
年
に
他

の
大
学
が
や
り
始
め
る
頃
に
、
本
学
は

2
巡
目
3
巡
目
な
の
で
、
検
証
と
修
正

を
毎
年
実
施
し
、
受
験
生
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
、
新
た
に
検
討
し
て
い
る

の
は
学
力
型
A
O
入
試
で
す
。
こ
れ
は

総
合
評
価
型
を
補
完
す
る
方
式
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　
高
校
訪
問
の
際
、入
試
改
革
の
話
は
、

大
学
の
ポ
リ
シ
ー
や
教
育
の
特
色
を
紹

介
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
し
、
な

に
よ
り
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
入
試
を
や
る

の
？
」
と
高
校
側
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。Ａ
L
と

実
学
は
本
学
の
幹
。
本
学
の
個
性
に
共

感
し
て
く
れ
る
よ
う
な
受
験
生
を
増
や

す
た
め
、
今
後
も
入
試
改
革
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
が
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

の
は
、
地
域
の
中
堅
・
中
小
企
業
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。
中
小
企

業
の
場
合
、
い
か
な
る
現
場
で
も
協
働

し
、
物
事
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材

を
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
力

の
育
成
の
た
め
、
本
学
で
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
A
L
）
を
軸
に
し

た
実
学
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
A
L
型
授
業
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
積
極
的
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
高
い
学
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

１
点
刻
み
の
学
力
試
験
だ
け
で
は
、
こ

う
し
た
資
質
は
わ
か
ら
な
い
―
―
そ
こ

で
、
2
0
1
8
年
度
か
ら
学
力
だ
け
で

な
く
、
高
校
生
活
全
般
を
評
価
す
る
総

合
評
価
型
の
一
般
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
学
力
試
験
（
2
0
0

点
）＋
調
査
書
（
40
点
）
で
学
生
を
選

抜
し
ま
す
。
調
査
書
で
評
価
す
る
の
は

評
定
平
均
値
、
出
欠
状
況
、
取
得
検
定
・

資
格
、課
外
活
動
状
況
の
４
項
目
で
す
。

　
落
と
す
た
め
の
入
試
で
は
な
く
、「
学

力
試
験
で
は
あ
と
2
点
足
り
な
い
が
、

生
徒
会
長
を
や
っ
て
い
た
な
ら
Ａ
Ｌ
向

き
な
の
で
ぜ
ひ
欲
し
い
」
と
い
っ
た
本

学
の
教
育
に
合
う
生
徒
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
入
試
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
す
。各
項
目
の
配
点
と
募
集
人
員
は
、

各
学
部
・
学
科
の
ポ
リ
シ
ー
に
則
っ
て

決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
、Ａ
Ｏ
入
試
で
は
調
査
書

の
記
載
内
容
を
見
て
総
合
的
に
評
価
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
学
力
試
験
を
含
む

総
合
評
価
は
初
め
て
の
た
め
、
調
査
書

の
評
価
項
目
の
配
点
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
で
す
。

　
入
試
改
革
と
は
、Ａ
Ｐ
で
定
め
た
学

生
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も

の
。
A
L
に
有
意
義
な
授
業
を
展
開
す

る
に
あ
た
っ
て
、
ど
ん
な
資
質
を
持
っ

た
学
生
を
ど
の
く
ら
い
取
っ
て
ブ
レ
ン

ド
す
る
か
が
肝
で
す
。
各
学
部
に
は
、

2
0
2
0
年
度
の
入
試
区
分
の
あ
る
べ

き
姿
の
検
討
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
学
が
３
ポ
リ
シ
ー
の
改
定
と
入
試

改
革
に
要
し
た
期
間
は
１
年
間
。
こ
の

よ
う
に
短
期
間
で
で
き
た
の
は
、実
学
、

Ａ
Ｌ
を
軸
に
し
た
教
学
改
革
が
全
学
に

浸
透
し
て
い
た
こ
と
、
入
試
区
分
、
評

定
平
均
値
別
の
成
績
、
離
籍
率
等
詳
細

な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
教
員
と
議
論
が

で
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
改
革
は
ど
の
よ
う
組
織
体
制
で
進
め

る
か
も
重
要
で
す
。
本
学
で
は
理
事
会

直
下
に
入
試
本
部
を
置
き
、
学
部
長
・

学
科
長
も
参
加
し
て
全
学
の
方
針
を
決

め
て
か
ら
、
学
部
長
が
教
授
会
へ
の
浸

透
を
図
る
方
法
を
取
り
ま
し
た
。

　
今
後
学
生
募
集
競
争
が
激
化
す
る
こ

千
葉
商
科
大
学

アドミッションポリシー【全学】

2017 7-825 2017 7-8 24
取材・文／本間学　撮影／亀井宏明

でみずじゅん●大手情報会社で広告制作等に長年従事し
た後、2011年に千葉商科大学へ入職。2014年から現職。
社会のトレンドを先取りしたうえで、顧客視点で考える募集戦
略・戦術のPDCAを スピーディーに回すのが得意分野。

出水 淳

特集●質保証の入口としての入試改革

入学センター長

▼ 1928年、前身となる巣鴨高等商業学校創立 ▼５学
部７学科。学生数は約5700人 ▼ 創立以来「実学」教
育を実践 ▼ THE世界大学ランキング日本版2017で教
育満足度121-130位、国際性131-140位。

背景と取り組み
背  景 指  標取り組み

APとの整合性

多面的・総合的評価

英語4技能

入学前教育

千葉商科大学

【求める学生像】
●実社会における諸課題を発見し、解決するための専門教育と幅広い教養教育で知識・技能を
学ぶ意欲を持つ学生
●実社会の多様な人々との連携とアクティブラーニングにより主体性・協働性・公平性を身につ
ける意欲を持つ学生
●これらの学びを通して思考力・判断力・表現力・倫理観を修得する意欲を持つ学生

【入学者選抜の基本方針】
●本学の学士課程の教育にふさわしい知識・技能（理解力、読解力、語学力、数理能力、社会的な
基礎知識）を持っているかを選抜の要件とする。レベルとしては高校の授業に準拠した内容を問うも
のとする。幅広い範囲からの出題とし、高校までに学んだことが正しく理解できているかを評価する。
●本学の求める学生像を体現する可能性を主に面接を通じて測り選抜の要件とする。内容とし
ては、複数の面接官による個別面接で本学での学び方に適した能力や適性を確認する。
●高校までの学習状況や特別活動の記録などを調査書等で確認し合否の判断材料の一つと
する。評定平均値等は出願要件に含まれることもある。

入試改革カルテ

▶偏差値による基準と実
社会の価値観とのギャッ
プへの問題意識
▶全学展開するアクティ
ブ・ラーニングに対応でき
る学生を獲得したい

▶2013年度より全学的な入試制度を実施
▶2018年度入試から、一般入試、大学入試センター試
験利用入試に「総合評価型」を導入
▶学力型AO入試を検討

指標および数値目標は
特に設けていない。
※実施後の点検・見直しは毎年

行う予定

全学のAP、各学部のAPで具体的な入試の基本方針を表明。「総合評価型」では、求める学生像
にある「アクティブラーニングにより主体性・協働性・公平性を身につける意欲を持つ学生」を選抜

一般AO、指定校推薦、一般公募制推薦、一般入試（給費生選抜）において、外部英語検定試験
のスコアを出願条件の一部として活用

入学予定者には、５教科（国語・数学・理科・社会・英語）の基礎学力強化のためのオンライン教材
「CUCドリル」を課す

「総合評価型」（学力試験200点+調査書評価40点）においては、調査書の「評定平均値」「出欠
状況」「取得検定・資格」「課外活動状況」を評価

プロセスとスケジュール

ビジョン策定 学内組織の整備 
2010 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019～年度

ステップ

学内
体制

入試
制度

P Jで将 来 構
想検討。入試
一 元 化 検 討
PJ発足

▶改 革 実 行 委
員会入学戦略タ
スクフォース設置
▶ 大 学 入 試
本部設置

▶大学IR委員
会設置
▶カリキュラム
改定スタート

▶ 全 学 的な
入 試 制 度 の
実施

▶ 大 学 全 体
の３ポリシーを
見直し

▶学部・学科の
３ポリシーを見直
し

▶新入試方式の
構想に着手（９月）
▶「総合評価型」
の 方 式 を 確 定

（2017年２月）

▶「総合評価
型」の実施

▶「 総 合 評 価
型」の検証・修正
▶学力型AO入
試の導入

（2020年予定）

ポリシーの確定・新方式の検討 新方式の実施・検証

2011

調
査
書
評
価

点
数
化
し
、A
P
に
合
う
学
生
を
選
抜

How to


